「セルフ・ポートレート」の可能性について―「自己」「像」「同一性」とは別様の、松井冬子の作品を例に by 遠山 いずみ





















































IC パスポート、バイオメトリック・パスポートの導入と現状  









1 “「アイデンティティ」としての「セルフ・ポートレート」”？  
“「アイデンティティ」としての「セルフ・ポートレート」”  
「セルフ・ポートレート」の問題  






3 これまでの考察２   
キーワード：「自律的肖像」とインターフェイス  












    捏造された「個性」  
    「個性化」ゲーム  
 
Ⅱ像へ／像から  
 1 自分であるものとしての像  
    「自我－像」  
    あるべきもの－あるはずもないもの  
2 サイバースペースとアナロゴンの身体  
    サイバースペースを生きるもの  
    思考と身体  
    アナロゴン  
    可能性？  
 3 サイボーグの身体と思考  
    サイボーグの身体  
    アナグラムとデペイズマン  
    重層と分裂  
 4 身体からの逃走  
    「義体」  
    自壊と脱出・逃走、（サイボーグの身体：《イノセンス》DVD ジャケット）  
 5 身体への残留（？）  
    自傷、（身体を劈いて横たわる人：松井冬子《浄相の持続》）  
 
Ⅲ松井冬子と「松井冬子」イメージと作品  
 1 松井冬子  
    日本画家・松井冬子  
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 2 「松井冬子」イメージ  
    「松井冬子」イメージの発信  
    女性と雌  
    心理学と精神分析  
    美術解剖学  
    イメージの定着  
    イメージの戦略  
    マイナーであること  
    「松井冬子」を演じる松井冬子  
 3 欲望・消費のスペクタクル？／本人をうつす「セルフ・ポートレート」？  
    松井冬子と「松井冬子」の「見せる」ものと「見せない」もの  
    「見せない」まま「見えない」もの  
    作品再考、「セルフ・ポートレート」として  
 
Ⅳ松井冬子の作品、描かれているもの  
 1 図、何が描かれているか  
    「松井冬子」イメージに被われた作品、作品は「セルフ・ポートレート」か？  
    「松井冬子」と松井冬子が描くもの、戦略？吐露？  
    描かれた人物の顔  
 2 浮かび上がるものと沈み込むもの  
    顔とマスク  
    「顔貌性」  
    顔として露出する内臓  
    滑らかな皮膚に囲まれた身体と絡みつく肉のドレス  
 3 可逆性と反転  
    顔と目、「見る」／「見せられる」「見させられる」、「見られる」／「見せる」の往還  
    「見える」ものの反転  
 4 逃れ去るもの（その結果不在のもの）  
    「顔」  
    非顔の羅生・質を湛える地  
    図と地、「見せる」／「見せない」の重層、意図された構造／意図されざる構造  
    「見せない」もの・「見えない」もの・「ない」ものがあらわれる？  
 
Ⅴ石内都の作品、「見えない」もの・「ない」ものをあらわす  
 1 作品としての「あらわれる」こと  
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    「時の器」  
    （副論３．「イメージ」）  
    石内都と肖像としての作品  
 2 同級生、もう一人の「わたし」  
    《１・９・４・７》  
    《１・９・４・７-faces》、顔と日付  
    顔の（再）登場  
 3 母、一続きの「わたし－たち」  
    《Mother ’s》  
    はじまりの写真と「遺品」  
    「石内都」の構造  
    自分－非自分、自分の中の他者－他者の中の自分  
    （副論４．A.リンギスによる他者）  
 4 ノイズの作品  
    内なるノイズ  
    関係性の作品、「見えない」ものを見えないままあらわす  
 
＊副論３．｢イメージ｣ 
    作品の成立  
    「イメージ」  
    「イメージ」という言葉  
    もとのものと「イメージ」  
    作品の「イメージ」、「見る」人と作品自体  
    「見る」人の能動性あるいは受動性  
    作品の物質性  
    普遍性と固有性  
    「イメージ」と「影」  
 
＊副論４．A..リンギスによる他者  
    「ノイズ」としての他者、他者の位相  
    人であること、個人であること、「私」であること  
    他者との出会い  
    命法・命令と尊敬  
    命法・命令から生じる苦痛  
    「私」ではないわたし－無区別のわたし  
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    「わたしたちは」と語る（「わたしたち」として語る）  
    「わたしは」と語る（「わたし」として語る）  
    声、他者の声を聞く（他者の声に触れる）  
 
Ⅵ「セルフ・ポートレート」の中で  
 1 作品の中で  
    作品の中にあるもの  
    不純物の混入  
    不可能な純化  
    純粋な「セルフ・ポートレート」  
    「セルフ・ポートレート」にあるべきもの、「セルフ・ポートレート」の核  
 2 不純物、passions、他者  
    「セルフ・ポートレート」の不純物  
    不純物への注目  
    感覚・感情  
    passions としての感覚・感情  
 3 passions 
    逃れ去る passions 
    変化・動きそのものである passions 
    他者である passions 
 4 自分と他者、自分「イメージ」の生成  
    自分と他者の逆説、他者に依存する自分  
    迫りくる passions、「アレゴリー」化の試み  
    （副論５．「イメージ」と「アレゴリー」）  
    「セルフ・ポートレート」における passions の表現  
    「わからない」「見えない」「ない」ものとしての passions 
    あり得ない自分、見知らぬ自分  
    不純物－「ノイズ」  
 
＊副論５．「イメージ」と「アレゴリー」  
    「アレゴリー」  
    感覚と表現コードの組み換え、目への「アレゴリー」  
    「セルフ・ポートレート」における「像イメージ」の「アレゴリー」  
 
Ⅶ松井冬子の作品、どのように描かれるかの礎  
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 1 普遍性と個別性、変化するものの表現  
    身体と感覚・感情の表現における普遍性と個別性、両立？  
    絵の中の感覚・感情と変化・経時の表現  
    普遍的表現の志向  
    表現という図式化  
 2 イメージの万華鏡  
    自傷や幽霊というスペクタクル、キッチュ（？）  
    シミュレーション、アプロプリエーション、イメージの編集  
    ダ･ヴィンチへの憧憬とイメージの源流  
    西洋古典絵画から  
 3 ダ・ヴィンチという北極星  
    出発点としてのダ・ヴィンチ  
    観察と美術解剖学  
    空気の厚み、空間  
    輪郭線と微細な線の集積  
 4 ダ･ヴィンチへの別の道、独自性・特異性  
    線を残す  
    画面に施される線  
    何も描かれていない部分、背景・地  
    「何が描かれているか」から「どのように描かれているか」へ  
 
Ⅷ松井冬子の作品、どのように描かれるか技法と特異性  
 1 絹本に薄塗り、裏彩色、裏箔  
    絹目に触れる  
    空気の中に置かれる線、基底材の空間  
    2 次元（平面、表裏）の超越、古典技法の再構成  
 2 空間感、日本画と西洋画の隔たりの上に  
    日本画と西洋画の空間  
    空間の裂け目  
    曖昧な空間  
    空間の複合  
 3 線描  
    細密描写、視覚と触覚  
    「見る」と「触れる」  
    「触れる」ことで生まれる線  
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    痕跡としての線  
    線の堆積  
    線の増殖  
    「フェルト化する線」と「エッジの効いた線」  
 
Ⅸ松井冬子の作品、あらわれるもの、「ある」と「ない」の間  
 1 「ある」と「ない」の間  
    「ある」と「ない」の間  
    「極薄の」  
    形のないもの、「見えない・わからない・ない」もの  
    「見える」ものと「見えない」ものの「ノイズ」  
 2 「イメージ」を描く  
    平衡感覚の停止・無重力  
    曖昧さ、曖昧さをあらわす  
    幽霊  
    「ない」はずのものが「ある」ということを描く、コードの交替  
 3 質感と「イメージ」  
    passions の襲来、外側・内側  
    図と地の反転、質の転換  
    複合・生成する「イメージ」  
    融合・生起する感覚・感情、感覚・感情と「イメージ」の連鎖  
 4 「セルフ・ポートレート」である証し  
    ふたつの線と｢痛み｣としての passions 
    唯一絶対の自分、摂食障害とアレルギー  
    線の並立  
 
Ⅹ「イメージ」としての「影」、「影」の触・視  
 1 触視と描出  
    形と色  
    形の「イメージ」と質の「イメージ」  
    触覚としての描線、光と空気を紡ぐ  
    触視の軌跡  
 2 ｢影｣ 
    光－陰  
    「影」の中の光と陰、光陰の綾  
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    「影」としての｢イメージ｣ 
 3 自分を託す、身代り、アバター  
    「影」と「身代り」  
    「厄払い」、その成立と前提としての自分であると見なすこと・直観  
    自分をうつすものとしての「セルフ・ポートレート」「影」「身代り」「分身」と「アバター」  
    別のもの同士が同じであること  
    「セルフ・ポートレート」という痕跡  
 4 別様にあること  
    「像イメージ」を「アレゴリー」として  
    （副論６．不可知の彼方から、「わからない」ものが呼びかけてくる）  
    「影イメージ」の中に融け込む  
    動き・変化  
    生きていることと生きたことの証し  
    生成する自分と自分の「影イメージ」  
    流動的・不定形で未完成な自分への肯定  
    生を取り戻すこと、理想と規範の拘束・「－なければなりません」からの解放  
 
＊副論６．不可知の彼方から、「わからない」ものが呼びかけてくる  
    「イメージ」の連続性と総合  
    不可知  
    有限性  
    不完全さ・曖昧さを享受する  
    蝕になる別のもの  
    「ない」はずのものの呼びかけ  
 
エピローグ：「セルフ・ポートレート」これから・これからも、（展望）  
   「セルフ・ポートレート」であること  
   「セルフ・ポートレート」を穿つ  
   自分という他者の他者、他者の作品  
   他者の作品としての松井冬子が描くもの、絵画表現における他者  
   他者のあらわれ  
   「エッジの効いた線」と「フェルト化する線」再考  
   呼びかける努力  
   誤解を恐れない勇気  
   生とともに  
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「セルフ・ポートレート」の可能性について  










































































































 画中に展開する「イメージ」が、本人 5)とどのように結びついているかを考察する。  
視覚に特化した「イメージ」を「像イメージ」、それ以外・複合的な「イメージ」を「影






























1) ここでは、それに自分を託し自分が自分であることを確認・呈示することができるものと捉える  
 2) この論考では、後に「他者（others）」「ノイズ（noise）」「passions」など A.リンギスのキーワード
および考察を参照するため、言葉の相関性を共有する英語の「 image」を基に、リンギスが用いた
ように日常的・一般的な用法において使う  
 3) 鑑賞者および作者、作品に向かうことで開示されるスペースに立つ人  
 4) スフマートと呼ばれる技法、ダ･ヴィンチの考案とされる  
5) 「イメージ」を抱く本人、作品に向かう人、鑑賞者および作者  
